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国際報道スーパーアンテナを身につけろ

新
連
載

アジア国際紛争、北米沖ジェット機墜

落。なにかが起こるたび、たちまち世界の

ネットを怒涛のように席捲する時事ニュー

ス。だが、日本語に訳されるのを待ってい

ては遅い。ネット上を飛びかうニュースの多

様性と速度は、国内の新聞や雑誌とは比較

にならないのだ。ニュースがニュースである

時間は、初報道から6時間が勝負と思って

ほしい。豪雨のように降り注ぐ玉石混交の

情報をかいくぐり、本物のニュースを素早

く確実にゲットするにはどうすればいいのか。

さまざまなネットツールを武器に、自分のア

ンテナを研ぎ澄ませておこう。

たとえば東ティモール。刻々と変化する

現地情勢を追って、世界中のネット発信源

がいっせいに報道体制を敷いた。1つずつ探

せばなんとかなる？　……まさか。バラバラ

ではニュース自体の評価さえ難しい。それ

に各国の立場によって、ときにはまるで報

道内容が違うのが国際ニュースの迫力でも

ある。ある程度まとまった情報を手に入れ

て、そこを出発点として調べていくのがいい

だろう。まずは英語圏の超広域検索サイト

に飛んでみよう。

ここでは「ノーザンライト」（米国）を使

って検索しよう。比較的後発で、細かな工

夫がある汎用検索サイトだ。

ただし、ここでいきなりシンプルサーチを

かけたりしてはいけない。欲しいのはニュー

スだけだ。表紙右端のオプション「Search

News」を選び、キーワードはTimorと入

力。ここは素直に検索していい。情報はす

でにニュースだけに絞られているのだから。

そう、キーワードの組み合わせだけが絞り込

みではない。

このとき、期間を限定できる機能が機動

力を高める。今はとりあえず広めに「Last

two weeks」を指定しよう。ニュースソー

スも指定できるが、ベース段階なので無指

定でいく。このへんはちょっとした加減とい

っていい。落とすべき情報は落とすが、最

初から落としすぎてはいけない。情報が入

っている時間と空間のサイズを尋ねられてい

ると考え、あとは必要に応じてその大きさ

を調整すればよい。

結果は163件。いい線だろう。もちろん

すべてティモール関連の報道情報だが、こ

のときリストアップされた個々の内容だけで

なく、ニュースソースをざっと確認しておく。

「どこが発信しているのか」はニュースの属

性として決め手の1つだ。見ると新華社

（Xinhua News Agency）、APとメジャー

な発信源を含みつつ、ジャカルタなど現地

発信も入って多彩な構成。まずは申し分な

い。検索サイトによってはこのデータベース

が偏っているものも多いので、こういうとこ

ろで性質を見分けたい。

さらにこのページの左側セクションには

「Custom Search Folders」があり、ティ

モール関連情報が項目別に出ている。米国、

人権、戦争犯罪、経済など、ちょっと見る

トップページから
「Search News」でニ
ュース検索ページへ。探
す記事の期間を細かく
指定でき、ビジネスや経
済などカテゴリーを指定
しての検索もできる。

第1回

インターネットの中

に潜む膨大な情報

たち。そこから欲

しいものを見つけ

出して活用するに

は、もはや1検索サイトだけでは役に立たない。ネットの海を自在に泳

ぎ、必要な情報をすぐ取り出し活用する、そんな「ネットエスパー」に変

身すればインターネットの利用価値は無限大になる。この連載で「ネ

ットエスパー」に変身するスタートを切ろう！ 二木麻里（Mari Futaki）
Illust : Ebisu Yoshikazu

目指せ！ネットエスパー
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さらにニュースを追求するなら、ぜひニュ

ース専門の検索サイトを利用したい。汎用

サーチの1つのオプションと違い、サイト全

体が“まるごとニュース”になっているのだ。

たとえば「ニュースインデックス」（米国）

がある。ここの「Search」でTimorと入れ

て検索すると、結果は138件。ニュースソ

ースの構成を見ると「CNN」、「News

Today」、「Boston Globe」などが並んで

いて、やはりデータベース構成がよさそうだ。

このサイトの特におすすめしたい点は、メ

ールを使ったカスタムニュース配信。

「News Index Delivered」のページでアカ

ウントを作ると、自分の好きなキーワードを

5つまで指定できる。その言葉が本文に入っ

ている記事が毎日メールで無料配信される。

らくちん！　このとき、あまりに一般性の

高いキーワードは避ける。うっかり「コンピ

ュータ」などを指定してしまうと、毎日が

メールの洪水に……。自分がよく知ってい

る事柄、または求めている固有名詞や専門

用語などから、やや慎重に入力しよう。

「ニュースインデックス」（NEWS Index）
www.newsindex.com

と一般項目と思いそうだが、これはつまり、

170件のヒットに対する分野別の絞り込み

なのだ。もしティモールについて人権問題の

リポートを書きたいなら、たとえば人権フォ

ルダーを見ればいい。さまざまな角度から切

り込める、こういったツールも活用したい。

こうして世界各地から発信された最新のニ

ュースをセットで、ざっとふるい分けた形で

入手できる。

このようなニュースサーチのオプションは、

ほかにもいくつかの汎用検索サイトが持って

いる。最近大幅にリニューアルした「アル

タビスタ」（米国）でも使えるようになった。

きちんと絞り込んだスリムな報道情報が検

索でき、イケる。

日本国内の検索サイトも併せて押さえる

ときは「エキサイト」に行こう。ニュースサ

ーチ機能は他サイトにもあるが、エキサイト

は新聞や雑誌、メールニュースなどデータベ

ースの幅が広く、ニュースソースの表示も見

やすい。トップページから「ニュース」のオ

プションを指定し、キーワードを「東ティモ

ール」などで入力する。結果が出てくると

「関連ニュース」が各リストの右に付いてい

検索結果の表示。各
見出しに発表されたメ
ディアと日時が明記さ
れているのがポイント
だ。ページ左側の
「 Custom Search
Folders」には難民、
人権、国連などの関連
項目が並び、ここから
さらに絞り込める。

「エキサイト」のニュース検索結果は見出
しからも概要が掴みやすい。各見出し脇の
「関連ニュース」から類似記事を検索でき
る（左）。「情報提供社別」でメディアご
とにソートすれば国内報道と海外通信社
報道の違いもわかる（上）。

「ノーザンライト」（NorthernLight）
www.northernlight.com

「アルタビスタ」（AltaVista）
www.altavista.com

「excite」
www.excite.co.jp

る。クリックすればそちらも読めて、奥行き

のある情報を得られる。またニュースソース

別の表示が行える。これはページの右端に

ある「情報提供社別」を指定すれば、ロイ

ター、産経、毎日など分かれて表示されて

くる。「日付順」を指定すれば、最新ニュ

ースから順にリストの上位にくる。細かな工

夫がよい。

AP、AsiaNowなど大
手メディアの報道が並
ぶ。各見出しの封筒
マークをクリックする
と、検索結果のニュ
ースをメールで送信で
きる機能もある。
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さて、さらに深くて濃い情報源に潜ろう。

一流のニュースサイト、たとえば「ワシント

ンポスト」（米国）などを利用する。報道の

プロによる、いわば玄人の情報が集められ

た「プロサイト」を使う方法だ。

ワシントンポストは自社発信のニュースだ

けでなく、さまざまな分野のニュースを探せ

る充実したサイト構成を組んでいる。表紙

を訪れたら、左端セクションの「News

Home Page」から「World」を選ぼう。

使い方はいろいろあるが、今回は「Search

the World」でインドネシアへ直接行ってし

まおう。国名を入力する形式なので、

「Indonesia」で検索。するとインドネシア

に関するニュース類が、ドンとまとまって出

てくる。これはかなり読み応えがある。

さらに強いのは、インドネシア現地発信の

主要ニュースとワシントンポストやAPとい

った外部のニュースが両方検索されるとこ

ろだ。1つの事件についてのさまざまな報道

の違いをランダムにではなく、できるだけ体

系的に実感するにはこのアプローチがいい。

また国内新聞、国際報道機関に加えて、

関連調査機関、それもCIAの国務省ニュー

ス、在外インドネシア大使館などがリスト

アップされてくる。インドネシアの地図も出

てくるので、絞りたい場合はスマトラ、ジャ

ワなど該当個所をクリックしてみよう。多角

的な報道情報が満載されているのは、プロ

が使うニュースソースならではの威力だろう。

●ニュースアーカイブ

いざ「こと」が起きた時の機動力を持つ

ために、ふだんからさりげなく情報体制を敷

いておこう。周辺情報を強化したい時にも

助けになる、そういうツールを3種類あげて

おきたい。

1つはニュースアーカイブ。報道情報は毎

回、滝のように目の前を流れ落ちていって

しまうけれど、これを整理した形でプールし

ているところがある。ひとまず事件が落着し

たあと、後日のフォローアップにはこうした

アーカイブがよい。たとえばミシガン大学に

は有名な文献センターがある。事件のレジ

ュメが付いた解説が添えられているので、後

から事態を把握するには非常に助かるとこ

ろだ。「asahi.com」のような日本国内の

報道アーカイブと併せて使うと、見方も厚

くなってよいのでおすすめしたい。

●メールニュース

もう1つは各種のメールニュース。なかで

も自分で分野や内容構成を指定できるもの

は使える。既製品のメールニュースを選ぶ

なら、発信源のクオリティーを重視したい。

はんぱなニュースを10本とるより、優れた

ものを1本とるほうがはるかに頼れる。例を

挙げると、有名な経済誌「ファイナンシャ

ルタイムズ」（米国）。毎日メールでニュー

スを配信していて、分野指定もでき、ECや

一般といった10種類ほどの選択肢がある。

最近無料になった「日経goo」など日本国

内のメールニュースと併せて、ビジネスマン

にはぜひおすすめしたい。

また、あらかじめセレクトされたニュース

を毎日送ってくれるものもある。「インフォ

ビート」（米国）などがそうだ。ここはなか

なか便利で、経済、スポーツ、天気などの

分野を指定できる。「ポイントキャスト」な

どのプッシュサービスも使いやすくはあるが、

ときに重い。こうしたメールサービスは、な

んといっても軽くて快適だ。

それから英語圏以外の情報源も押さえた

「ファイナンシャルタイムス」（Financial Times）
www.ft.com 

「日経goo」
nikkei.goo.ne.jp

「インフォビート」（InfoBeat）
www.infobeat.com

「S/Z newsline」
www.sz-newsline.de

「ミシガン大学文献センター」（University of
Michigan, Documents Center）

www.lib.umich.edu/libhome/Documents.ce
nter/intl.html 
「asahi.com」

www.asahi.com

お助けツールここにあり！

「ワシントンポスト」（The Washington Post）
www.washingtonpost.com

トップページの左に
ある「Wor ld」→
「Search the World」
で検索画面へ。

検索結果がそ
のままニュース
ページになって
いるわかりやす
い構成。
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さらに媒体そのものを絞ってしまうやり方

がある。たとえば「新聞だけ」を使うのだ。

WWWには新聞専門のリンク集や検索サイ

トがある。特に現地の新聞名などがはっき

りわかっている場合は、これがもっともダイ

レクトで速い。このルートでは「オールザワ

ールズ・ニューズペーパーズ」（米国）など

が定番だ。国別でも新聞紙名でもOKだ。

またサーチ機能だけでなく一覧リストがある

ので、そのまま「Indonesia」をクリックし

てもいい。インドネシアの新聞だけが20本

以上リストアップされてくる。誰でも必ず探

せるよさがある。

またこの利点は、たとえば紙名から英字

紙の見当がつきやすいことだ（インドネシア

語が読めれば問題はないけど）。たとえば中

華系の「ジャカルタポスト」を見ると、外

交官の発表が出ていて「現地安全宣言」と

ある。完全にインドネシア国内に向けられ

た報道よりも、紙一重分だけ「外向け」の

情報がこんな風に手にはいる。その場です

ぐほかの新聞と比べられるし、あるいはビジ

ネス新聞だけも選べる。ごくシンプルで確実

なやり方だ。「ワシントンポスト」などのプ

ロサイトを使った総合的な報道情報の中か

ら、いわば新聞というソースだけを切り抜い

たような情報が得られ

る。なお同様の新聞関

連サーチには「インター

ネットプレス」（米国）

などがある。

“探しものなら汎用サーチ”は決して万能

ではない。欲しい情報に入り込む入り口、

つまりポータルは自分で作ることができる。

あてがわれた入り口だけが手段ではないのだ

から。いろいろな性能を持つサイトを自分

でキットのように組み合わせて作る、「ポー

タルキット」という発想をぜひおすすめした

い。今回ご紹介した各種の情報ツールを、

あらためて国際報道ポータルキットとしてま

とめてみよう。

国内ニュースを待つだけでは、あまりに惜

しいインターネット。この七つ道具を手に、

広大な架空世界をどんどん先まで歩いてい

ってほしい。「なぜ君は探せるの？」と聞か

れたら、黙って微笑を返す。シックなネッ

トエスパーを目指そう。

「オールザワールズ・ニューズペーパーズ」
（All the World's Newspapers）

www.webwombat.com.au/intercom/newsprs/

「インターネットプレス」
（Internet Press, All the news online）

www.gallery.uunet.be/internetpress/link40.htm

国 別 カテゴリーの
「Indonesia」→「The
Jakarta Post」へ。タ
イトルに「The～」と
付いているのは英字新
聞である場合が多い。

い。ここではドイツの有力紙「S/Z」を挙

げておこう。やはり分野別にニュースダイジ

ェストを毎日送ってくれる。次項に挙げる

ような翻訳サービスを使えば、非英語圏の

ニュースも無料で英語に翻訳できる。

●翻訳ツール

最後に、手に入れた情報を翻訳するツー

ルをご紹介しておきたい。手元で日本語に

したいことも多いし、欧州圏の主だった国

際報道であれば、現地の言語からまず英語

に訳せる。この種の多言語翻訳では「アル

タビスタ」が優れている。表紙の右下にあ

る「Translation for Me」をクリックする

と、翻訳ページに入れる。英語、フランス

語、ドイツ語、スペイン語、イタリア語、

ポルトガル語の欧州語を相互翻訳できるの

だが、ほかの多くの“翻訳“が辞書に近い

実体なのに比べ、ここは訳したいページの

URLや文章ペーストを入れると、かなり本

格的に文章として訳して表示される。初め

て使った時は正直、感動した。そして英語

の日本語翻訳ツール。ご自分でソフトウエ

アを持っている方も多いと思うが、無料の

ものでは「バビロン」などがある。

こういった各種の翻訳ツールをくぐらせ

て、上にあげたドイツ語ニュースなどを日本

語に持ってくることも不可能ではないのだ。

「アルタビスタ翻訳」（Alta Vista Translations）
babelfish.altavista.com

「バビロン」
www.babylon.com/jap/

国別、紙名別のほか、米国のみ州別もある。

1 導入 英語圏の広域型サーチエンジンの
ニュースサーチ・オプション

2 専門 ニュース専門サーチエンジン
3 プロ 一流報道サイトが提供する

総合情報ページ
4 ローカル 世界の新聞リンク集
5 アーカイブ ニュースアーカイヴ
6 メール メールニュース
7 翻訳 多言語翻訳サービス
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